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歴史
古代、大部分は草原や雑木林であった。
平安時代に豊島氏が勢力を広げる。豊島氏は練馬城（現在のとしまえん）、
板橋城、石神井城を築く。城が築かれた場所には豊かな水源があった。
江戸時代になると、練馬村は大部分が天領。一部が旗本の知行地。当時の
練馬は水に恵まれない土地柄のため畑が多く面積も限られる。そこで幕府
が玉川上水分水して千川上水を1707年に農業用水として用いられるように
なり、重要な水資源になる。練馬の農業が盛んになったのはこの時期であ
る。
江戸中期に江戸の発展に伴って、大根、ゴボウ、ナス、イモなどを江戸市
中に供給する一大近郊農村となる。
東京が日本の首都になるにつれて、東京市民への野菜供給地として重要性
を高めていった。
1925年あたりが練馬大根の最盛期。その後1933年の大干ばつや、何回か
の「モザイク病」の大発生を受けて大きな痛手を受けた。さらに食生活の
洋風化・急激な都市化による農地の減少などにより1955年から練馬大根の
栽培が衰退していく。
そのうちキャベツ栽培が主となり、現在の主要生産物はキャベツになって
いる。東京都産のキャベツの約4割は練馬で作られている。
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[区内農作物販売形態]

→左の図を見てわかるように練馬区で生産され
た約半数近くの農作物が「自宅販売」や「無人
販売」で売られている。それに加え練馬区のレ
ストランの中には積極的に区内の農産物を取り
入れている店舗もあり、地産地消の代表ともい
える姿が確認できる。

・なぜ大根が有名になったのか
関東ローム層というきめ細かい土壌に適したからである。そ

れに加えて軍隊による練馬大根のたくあん漬け需要が高まり、
さらに生産が増加する。



[練馬区の生産物割合]



[東京区部の農地面積]右の図からわかるように、東京都の農地面積の3割以上を練馬区が
占めている。
歴史からたどったように水源が整備されていたのも大きいだろう
がそれだけではここまでの結果は出ていないだろう。答えは簡単
だ。

練馬区が積極的に農業を守ってきたからである。

成果としては
・都市農業振興基本法を制定させた
→都市農地を「宅地化するもの」から「あるべきもの」に

・生産緑地法の一部を改正
→生産緑地地区内に直売所や農家レストラン等の設置が可能に

・設備の支援
・練馬区認定農業者の設置

などなど、、、、

なぜ練馬区の農業が発展？



1928～1945
まだあまり宅地化は進んでいない。

1972～1982
徐々に宅地化が進んでいる。

現在
かなり住宅地となってしまってい
るが、それでも他の区に比べると
農地が多い。
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